
令和８（2026）年度若年者向け消費者被害防止啓発デジタル広告配信業務 評価基準 

 

評価項目 評価内容 配点 配点基準（例） 

業務内容の 

理解度 
１ 

悪質商法や消費者被害の特徴並びに、本事

業の業務目的及び業務内容を十分に理解し

ているか。 

15 

十分理解している   

15 点 

概ね理解している   

10 点 

あまり理解していな

い ５点 

企画提案の 

優位性 

２ 

【ターゲットに応じた仮説の設定】 

現状分析を踏まえ、ターゲットに行動変容

を促す適切な仮説がなされているか。 

10 

十分なされている     

10 点 

概ねなされている 

５点 

３ 

【広告の運用方針】 

広告効果の最大化を図るための運用方法の

提案において、配信手法・最適化設定は適

切か。 

15 

適切である 

15 点 

概ね適切である 

10 点 

あまり適切でない 

５点 

４ 

【目標設定】 

事業目的を達成するための効果的かつ実現

可能な目標設定がなされているか。計測す

るべき数値を理解し、計測できる設定能力

があるか。 

15 

適切にできる 

15 点 

概ね適切にできる 

10 点 

あまり適切にできな

い 

５点 

企画提案の 

実現性 

５ 

【実施体制】 

実施体制（専門知識を有した人員体制を含

む）及び、実施スケジュールが業務を安定

的に遂行できるものであるか。 

10 

安定的に遂行できる 

10 点 

遂行できる 

５点 

６ 
【目標達成のための体制】 
広告の効果測定・改善方法は適切か。 

15 

適切である 

15 点 

概ね適切である 

10 点 

あまり適切でない 

５点 

７ 

【業務実績】 

類似業務の実績に鑑み、業務遂行能力が認

められるか。 
報告書は業務の効果や進捗がわかりやすい

ものであるか。 

10 

認められる。かつわ

かりやすい  

10 点 

認められず、わか

りにくい 

０点 

８ 
【経費】 

業務内容に見合った適切な経費であるか。 
10 

適切である 

10 点 

適切でない 

０点 

評 価 点 合 計 100  


